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1 　Edition Flex エディター

■ Edition Flexエディターは、ブラウザ上で印刷用のドキュメント編集を可能
とします。ドキュメントを編集するお客様は、ブラウザとAdobe Flash Player
以外にソフトウェアやフォントを用意する必要はありません。

■ 印刷用途の高品位フォントは、Edition Flex が稼動するサーバーにライ

センスしてあれば、クライアント毎に用意する必要はありません。

■ Edition Flexエディターが編集できるドキュメントは、Edition BackStage
（注１）で制作したテンプレートです。テンプレートはEdition Flexエディターで
編集した後、印刷用途を含む高品位なPDFで出力できます。

■ Edition Flexエディターでドキュメントを編集されるお客様のニーズは、
DTPのような高度な編集から、簡単な素材の入れ替えや文字の変更まで、
様々です。そこで、 Edition Flexエディターでは、お客様の目的に応じて機

能のカスタマイズ（取捨選択）を可能にしています。

■ Edition Flexエディターの機能のカスタマイズには、プログラムの改修は

必要ありません。機能設定用のデータファイルを、ユーザグループやテンプ
レート毎にご準備いただくことで可能となります。

■ Edition Flexエディターは、サーバ上のフォントによる編集、高度な日本
語組版処理やCMYKによるシビアな色指定といった　印刷をターゲットとし

た機能を備えています。しかし、お使いになるお客様は、カスタマイズされた
インタフェースによって、それらを意識しないで利用することができます。

■ Edition Flexエディターは、デザイナーや専門オペレータでないお客様に

特別なツールを必要とせずに、印刷用データの編集を可能にするソリューシ
ョンです。
　

■　Edition Flex の対象ブラウザ：　　 Internet Explorer 7x 8x
　　Chrome 6x
　　Fire Fox 3.6.x

■ Edition Flex で必要なソフトウェア：　Adobe Flash Player 9x 10x

（注１）　Edition BackStageは、Edition Flexのテンプレート制作と素材を含

めた管理を行う環境で、別途弊社から利用環境やシステムとしてライセンス
させていただく製品です。
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2 　Edition Flex エディターの構成

トップメニュー

サイドパネル

編集エリア

ボトムバー

■ Edition Flex エディターは、下図のように、４つのエリアで構成されます。
このうち編集エリアのみがFlash Playerによって表示されます。

■ 編集エリア以外の３つのエリアには、メニュー、コマンドボタン、コマンドア

イコン、パラメータ設定インタフェース等が表示されます。それらは、お客様
の目的によってカスタマイズ（取捨選択）して使用することができます。

■ 編集対象となるテンプレート毎に編集インタフェースのカスタマイズが可

能となることに加え、ユーザグループ毎に編集インタフェースのカスタマイズ
が可能です。したがって、同一のシステムであっても、テンプレート毎に各ユ
ーザに最適なインタフェースを提供できます。
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3 　トップメニュー

Edition Flexロゴ（オリジナルロゴに差替え可能）

プルダウンメニュー（選択可能）

保存（標準）

プレビュー（種類を選択可能）

スライダー・zoom all（標準）

終了（標準）

素材メニュー（選択可能）

文字メニュー（選択可能）

図形メニュー（選択可能）

サイズと位置編集（選択可能）

前後位置編集（選択可能）

コピー＆ペースト（選択可能）

削除（選択可能）

コマンド毎ヘルプ（標準）

UNDO（標準）

REDO（標準）

余白表示（選択可能）

補助線（選択可能）

ルーラー（選択可能）

グリッド（選択可能）

アクセントライン（色変更可能）

■ トップメニューの各部の機能と、カスタマイズ対応は以下の通りです。
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4 　トップメニュー －　プルダウンメニュー

■ ７種のプルダウンメニュー例を以下に示します。７種のメニューは取捨選択

可能で、それぞれの配下のメニューも、必要なものを設定することができます。
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5 　トップメニュー －　保存／プレビュー ／ズーム

■　保存：　編集中のデータを保存して編集を継続します。標準コマンドです。

■　プレビュー：　確認用低解像度PDF、確認用低解像度JPG、高解像度
PDF、高解像度JPGの４種から任意組合せでメニューを提供できます。

確認用低解像度データでは、誤用を防止するために、SAMPLE 等の任意

の文字をドキュメント上にマーキングしたデータとすることができます。

■　ズーム：　スライダーバーとZOOM ALL （全体表示）ボタンを提供します。

標準コマンドです。

6 　終了

■　終了：　Flexエディターを終了し、編集完了画面を表示します。
編集完了画面は、Flexエディターを用いる様々なWebアプリケーションに

遷移する橋渡しの画面となります。
以下の画面を標準として、カスタマイズしてご利用いただけます。
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7 　トップメニュー －　素材メニュー／文字メニュー／図形メニュー

■　素材／文字／図形：　それぞれのコマンドボタン群をサイドパネルに表示し
ます。３つのコマンドボタンそのものの有無や、配下のコマンドに何を使用する
かを設定することができます。
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8 　トップメニュー －　サイズと位置／前後位置／コピー＆ペースト／削除

■　サイズと位置／前後／コピー＆ペースト／削除：　これらのコマンドアイ
コンは要素選択時に使用可能となります。

■　サイズと位置：　選択している要素を数値指定で正確に調整することが
できます。要素を選択中にクリックすることで、下図のような設定インタ
フェースをサイドパネルに表示します。

■　前後：　選択している要素の重なり順を編集することができます。要素を
選択中にクリックすることで、下図のような重なり順を編集するコマンドアイ
コンが、サイドパネルに表示されます。

■　コピー＆ペースト：　要素を選択中に左側のコピーアイコンをクリックするこ
とで、選択した要素をクリップボードにコピーし、右側のペーストアイコンが有効
になります。

ペーストアイコンをクリックすると、クリップボードの要素が配置待ち状態になり
ます。編集エリアでカーソルを左クリックすることで、要素が配置されます。

■　削除：　要素を選択中にクリックすることで、選択中の要素を削除します。

■　以上の編集コマンドは、テンプレートを制作する際に、要素に対し、それら
の編集を許可していないと実行できません。そのことで、不用意な誤編集を防
ぐことができます。

■　以上のコマンドは、それぞれ個別にユーザに提供するか否かを設定するこ
とができます。
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9 　トップメニュー －　取り消し／やり直し

■　取り消し：　編集画面上で行った編集操作を、クリックの都度、１手順づつ
取り消して元に戻すことができます。

取り消し 取り消し

やり直し やり直し

■　やり直し：　取り消し操作で取り消した編集を、クリックの都度、１手順づつ
回復することができます。

■　編集操作はシステムが記録しており、記録した範囲で　取り消し　と　やり
直し　が可能です。保存操作により記録は一旦クリアされますので、保存操作
以前の状態に戻すことはできませんが、保存操作前であれば、基本的には制
限無く取り消し、やり直しが可能です。
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10 　トップメニュー －　余白表示

仕上がり表示 余白表示

■　余白表示アイコンのクリックで、下図のように、仕上がり表示と余白表示が
切り替わります。

余白エリアは、テンプレート制作時に設定することができます。余白機能によっ
て、印刷で多用される　ヌリタシ　裁ち落とし　トンボ　仕上がり外へのバーコー
ドや文字記入等に対応することができます。

余白表示コマンドをユーザに提供するか否かは、テンプレートやユーザグルー
プ毎に選択可能です。
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11 　トップメニュー －　補助線

■　補助線ダイアログを表示し、編集作業のガイドとなる補助線を作成でき
ます。

補助線のロックや吸着、数値入力による一括作成に対応しています。

補助線コマンドをユーザに提供するか否かは、テンプレートやユーザグ
ループ毎に選択可能です。

上記のダイアログで作成した補助線例

■　要素を選択した状態で補助線アイコンをクリックした場合は、下図のように
選択した要素を基準とした補助線を作成可能となります。

青い矩形の左側に
補助線を作成

整列例



ITS-040119-2

EditionFlex2010/12/21 Page - 12

13　トップメニュー －　グリッド

■　グリッドダイアログを表示し、編集作業のガイドとなる格子状のグリッドを
作成できます。

吸着や原点調整に対応しています。

グリッドコマンドをユーザに提供するか否かは、テンプレートやユーザグ
ループ毎に選択可能です。

上記のダイアログで作成したグリッド例

12 　トップメニュー －　ルーラー

■　編集画面に、編集作業のガイドとなるルーラー（メジャー）を表示します。
下図のように補助線と併用すると効果的です。

ルーラーを表示しておけば、ルーラーからのカーソルドラッグで補助線を簡
単に作成することもできます。

ルーラーコマンドをユーザに提供するか否かは、テンプレートやユーザグ
ループ毎に選択可能です。
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14　サイドパネル －　Page一覧

■　サイドパネルは、初期状態ではPage一覧がが表示されます。各ページ

のサムネイルをクリックすることで、編集対象のページを移動することができ
ます。

Page一覧は、サイドパネル上部の Page一覧　タブをクリックして、何時でも

表示することができます。

15　サイドパネル －　要素編集

■　編集画面上で要素をクリックして選択すると、サイドパネルは、選択要素に
応じた編集パネルが表示されます。下図では、テキストが選択されていますので
テキストの編集ぺネルが表示されています。

選択した要素が１つの場合は、選択要素の編集パネルが表示され、選択した要
素が複数の場合には、グループ化や整列などの複数要素に対して行えるコマン
ドが表示されます。　Flexエディタは、このように、選択したオブジェクトに応じて

操作すべき機能を表示します。
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16　サイドパネル －　作図パラメータのカスタマイズ

■　要素に応じた作図のためのパラメータは、サイドパネルに表示されます。
パラメータは、罫線でいくつかのグループに分割されています。

例えば、文字の場合は下図の６つのグループがあります。

Edition Flex エディターでは、このパラメータグループ毎に、ユーザに提供す

るか否かを、テンプレート毎、ユーザグループ毎に設定することが可能です。

設定は、すべてのコマンドを対象に、データファイルのメンテナンスだけで行
えます。

パラメータグループ１

パラメータグループ2

パラメータグループ3

パラメータグループ4

パラメータグループ5

パラメータグループ6

たとえば、下図のようなパラメータのバリエーションとすることができます。（組合
せも自由です。）

編集の目的やユーザ様のスキルにあわせて編集画面のカスタマイズが可能で
す。
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17　サイドパネル　－　カラーパレット

■　要素の色指定のためのカラーパレットを下図に示します。

パレット以外の色を直接数値で指定可能です。RGB／CMYKのどちらから

も指定することができます。

RGBを印刷のためにCMYKに置き換える際の、カスタム変換色テーブルを

テンプレート毎に指定することができます。

カスタム変換色テーブル以外にも、システムが持つ変換色テーブルや、ICC
プロファイルに沿ったRGB、CMYK変換ロジックを適用させることもできます。
( adobe RGB  to Japan 2001 coated 等）

数値による色指定を、ユーザに提供するか否かは、テンプレート毎、ユーザグ
ループ毎に設定することが可能です。

標準パレットのレイアウトを下図に示します。

CMYK基本12色

CMYK基本12色　20%
CMYK基本12色　40%
CMYK基本12色　60%
CMYK基本12色　80%

CMYK基本12色　+ 墨20%
CMYK基本12色　+ 墨40%
CMYK基本12色　+ 墨60%
CMYK基本12色　+ 墨80%

墨0%～100%
墨30%と各色掛け合わせ６パタン
墨50%と各色掛け合わせ６パタン
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18　グラデーション

■　要素の塗り色にグラデーションの適用が可能になりました。

下図のように、放射状と直線状（任意角度）の２モードに対応します。
変化の度合いを数値で指定可能です。

19　数値入力アシスト

■　作図パラメータの入力時等に、数値入力のテキストボックスをアクティブにす
ることで、下図のような数値入力アシストダイアログが表示されます。

整数入力のみのパラメータの場合は小数点キーが非表示となり、マイナスの入
力を許可しないパラメータの場合はプラス／マイナスキーが非表示となり、入力
をアシストします。

パラメータとして範囲を超えた入力の場合にアラートが表示されます。

本ダイアログが表示されていてもキーボード入力を受け付けますので、キーボー
ドに手慣れた方でも違和感なくご利用いただけます。
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20　素材ライブラリ／カセットライブラリ

■　素材メニュー例に、ライブラリ１～３とあります通り、複数のサーバの素材
を、１つの編集画面から参照することが可能です。

素材を管理するサーバーは、素材プロバイダと呼び、BackStageを使って

構築しします。素材プロバイダは全く別のサーバーでも構いません。

ユーザグループ毎に素材プロバイダの設定が可能です。

■　ライブラリをクリックすると、下図の素材ライブラリダイアログが表示されます。
素材プロバイダ上の素材を、フォルダ構造で参照（利用）することができます。

Edition BackStageで素材のメンテナンスを行い、その素材をプロバイダとなるサ

ーバーで公開する処理（パブリッシュ）を行います。

DAM等を既に運用されている場合は、DAM側をカスタマイズいただくことで、Flex
から参照可能であり、そのケースでは、仕様を提示させていただきます。
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21　カセットとは

○○ツーリスト

夏のおすすめ旅行プラン

ホテルB フライトB

春のおすすめ旅行プラン

ホテルA フライトA

ホテルC フライトD

■　ドキュメントを構成するパーツの差し替えにおいて、画像の差し替え、
文字の差し替えといった操作の他に、図形や画像や文字の組合せで構成さ
れる　あるエリアを、そっくり差し替えたいというニーズがあります。

下図の例で、春のおすすめ旅行プランと夏のおすすめ旅行プランを差し替
えるようなケースです。

Flexでは、このような差し替えパーツをカセットと呼びます。カセットは、その

中の文字や画像の編集が可能であり、さらに、下図のホテルやフライトの
パーツように、カセットの中に別のカセットを入れ子で含めることが可能です。

春のお勧め旅行プランを夏のお勧め旅行プランに差し替えた後、ホテルBの
カセットを編集したり、ホテルCのカセットに差し替えたりすることが可能です。

22　カセットの編集

■　編集画面上のカセットを選択すると、編集パネルはには、カセットを入れ替え
るか、編集するかを選択するコマンドが表示されます。

カセットの内容を編集をクリックすると、編集画面全体に選択したカセット部分だ
けが抽出されて拡大表示されます。

カセットの中の文字や画像などは、通常と同様のオペレーションで編集すること
が可能になります。カセット編集中は画面下部にカセット編集中である旨表示さ
れ、カセット編集終了のクリックで全体編集に戻ります。

春のおすすめ旅行プラン

ホテルA フライトA

カセットの編集終了

フライトD入替

文字編集
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22　レイヤー

■　ドキュメントの編集時に、レイヤーを用いることが可能です。
レイヤー機能は下図の、ボトムバー右端のアイコンで操作します。

レイヤーは４つの状態を選択できます。

状態 アイコン

1 アクティブ 表示 ロック 非表示

2 アクティブ 表示 ロック 表示

3 ロック 非表示 アクティブ 表示

4 ロック 表示 アクティブ 表示

レイヤー１ レイヤー２

システム内部ではレイヤは無制限の階層数を有していますが、カスタマ
イズは軽微なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ改修を伴います。

レイヤー機能をユーザに提供するか否かを、テンプレート毎、ユーザグル
ープ毎に設定することが可能です。
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23　基本コマンドの編集パネル一覧（１）
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24　基本コマンドの編集パネル一覧（2）
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25　基本コマンドの編集パネル一覧（3）
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26　基本コマンドの編集パネル一覧（4）
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27　基本編集パネル一覧
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28　Webアプリケーション

■　Edition Flex は　WebアプリケーションとしてAPIを備えており、外部のWeb Serverからの利用が可能です。

Flex Server

PDFのダイレクト生成

編集画面の表示

お客様のWeb AP等
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29　Flex Script

■　Edition Flex は　Flex Script を読み込み、PDFを生成するAPIを備えています。
■　Flex Script とは、グラフィックスレイアウトをテキストで記述したフォーマットで、フォーマットの範囲内で100%の相互再現性を備えています。
■ Flex Scriptは、テンプレートオーサリング環境（Edition BackStage）によるテンプレート編集結果から自動生成することができます。

・
・
・
・
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30　Flex ScriptによるPDF生成

■　Edition Flex は　Flex Script を読み込みAPIによって、PDFを生成します。
■　Flex Serverへの命令によって、直接PDFを生成したり、編集画面を表示することができます。

・
・
・
・

Flex Script

Flex Server

PDFのダイレクト生成

編集画面の表示
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31　Flex Scriptによるバリアブルプリント

■　Flex Script の編集だけで、カスタマイズしたグラフィックを取得できます。

・
・
・
・

Flex Script

Flex Server

Flex Scriptは、例えば外部のWebサーバから
Flex Serverに読み込ませることができます。
したがって、お客さまのWebアプリケーション
等で、Flex Scriptのテキスト処理を行うことだけ

でバリアブルプリントを実現できます。

Imageの差し替え例

テキストの編集例

Edition Flex APIは右のURLをご参照ください　http://demo.reso.co.jp/flex/demo/
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31 　Edition Flex の構成

外部Web site Flex Server BackStage Server

外部のDAM

・テンプレートプロバイダ
・素材（カセット）プロバイダ
・オーサリング環境

・素材（カセット）プロバイダ

① ②

③

認証の連携

認証の連携

■　Edition Flexは、１つまたは複数のEdition BackStageと連携して編集環境を提供します。　Edition BackStageはFlexに供給するテンプレートや素材のプロ
バイダとして動作することに加え、テンプレートのオーサリング環境やScriptの出力機能を提供します。
■　外部のDAM等を素材プロバイダとして利用することも可能です。

③

編集画面生成

PDF生成
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